
曼
殊
院
門
跡
所
蔵『
論
語
総
略
』影
印
・
翻
印

資
料
紹
介

髙
田
宗
平

邦
人
撰
述
の
『
論
語
』
解
題
書
の
『
論
語
総
略
』
は
、
京
都
市
左
京
区
の
天
台
宗

寺
院
で
あ
る
曼
殊
院
門
跡
の
所
蔵
に
係
り
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
。
曼
殊
院
門
跡
は
、
洛
北
の
地
に
あ
り
、
竹
内
門
跡
と
も
称
さ
れ
、
青
蓮
院
門
跡
・

三
千
院
門
跡
（
別
称 

梨
本
門
跡
・
梶
井
門
跡
）・
妙
法
院
門
跡
・
毘
沙
門
堂
門
跡
と

と
も
に
、
天
台
五
門
跡
と
称
さ
れ
る
屈
指
の
名
刹
で
あ
る
。
ま
た
、
当
院
門
主
は
北

野
社
の
別
当
職
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
）
1
（

。

曼
殊
院
の
歴
代
門
主
の
出
自
に
着
目
す
る
に
、
第
一
三
世
承
兼
僧
正
ま
で
の
門
主

の
出
自
は
菅
原
氏
・
藤
原
氏
（
南
家
・
北
家
）・
村
上
源
氏
・
醍
醐
源
氏
・
桓
武
平

氏
等
に
わ
た
る
が
、第
一
四
世
公
証
大
僧
正
以
降
は
第
二
三
世
の
覚
什
僧
都
を
除
き
、

西
園
寺
家
・
三
条
家
出
身
の
人
物
が
門
主
に
就
任
し
、
第
二
六
世
慈
運
親
王
大
僧
正

（
一
四
六
六
〜
一
五
三
七
）（
伏
見
宮
貞
常
親
王
の
王
子
。
後
土
御
門
天
皇
の
猶
子
）

か
ら
幕
末
の
第
三
二
世
譲
仁
親
王
（
一
八
二
四
〜
一
八
四
二
）（
伏
見
宮
邦
家
親
王

の
王
子
。
光
格
天
皇
の
養
子
）
ま
で
は
皇
統
か
ら
入
寺
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
、
皇
室
・
公
家
と
の
結
び
付
き
が
強
ま
っ

て
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

曼
殊
院
に
関
す
る
研
究
は
、
曼
殊
院
文
書
や
聖
教
の
書
写
・
流
伝
の
経
緯
等
の
史

料
論
か
ら
の
考
察
や
、
青
蓮
院
と
の
関
係
、
曼
殊
院
の
成
立
等
の
考
察
が
存
し
）
3
（

、
ま

た
当
院
に
は
古
今
伝
受
関
係
資
料
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
文
学
か
ら
の

考
察
も
見
ら
れ
る
）
4
（

。
こ
れ
に
対
し
、
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
漢
籍
並
び
に
旧
蔵
漢
籍
に
関

す
る
研
究
は
、
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

曼
殊
院
門
跡
所
蔵
漢
籍
研
究
の
現
状

本
稿
に
於
い
て
扱
う
『
論
語
総
略
』
に
つ
い
て
、
言
及
す
る
の
に
先
立
ち
、
曼
殊

院
門
跡
現
蔵
漢
籍
及
び
旧
蔵
漢
籍
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
く
。

曼
殊
院
所
蔵
什
宝
典
籍
文
書
の
目
録
は
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録 

曼
殊
院
蔵
』
所
収

の
光
田
和
伸
氏
に
よ
る
解
説
及
び
菊
地
大
樹
氏
の
論
考
に
よ
る
）
5
（

と
、（
甲
）『
曼
殊

院
蔵
書
目
録
』（
享
保
年
間
〈
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
〉
カ
）、（
乙
）『
曼
殊
院
宮

蔵
書
目
録
』（
慶
応
元
年
〈
一
八
六
五
〉）、（
丙
）『
曼
殊
院
什
物
帳
』（
明
治
五
年

〈
一
八
七
二
〉）、（
丁
）『
書
籍
目
録
』（
不
明
）、（
戊
）『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』（
昭
和

三
年
〈
一
九
二
八
〉）
の
五
種
が
存
在
す
る
と
言
う
）
6
（

。
こ
れ
ら
五
種
の
目
録
の
う
ち
、
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（
甲
）（
乙
）
は
、『
曼
殊
院
蔵
書
目
録 

曼
殊
院
蔵
』
に
影
印
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
菊
地
氏
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
以
下
、
史
料
編
纂
所
と
略
称
す
る
）

に
よ
る
曼
殊
院
所
蔵
史
料
の
調
査
の
成
果
と
し
て
、
①
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）

頃
か
ら
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
ま
で
に
影
写
本
一
一
冊
を
作
成
し
た
こ
と
、

②
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
『
史
料
蒐
集
目
録
』
二
冊
を
作
成
し
た
こ
と
、
③
昭

和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
一
部
の
史
料
を
写
真
撮
影
し
、
写
真
帳
一
四
冊
を
作
成

し
た
こ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
摘
し
、
ま
た
、
中
村
直
勝
氏
の
調
査
に
よ
る
④
『
曼
殊

院
什
宝
目
録
』（
昭
和
二
二
年
〈
一
九
四
七
〉）
及
び
⑤
『
曼
殊
院
文
書
目
録
』（
昭

和
二
三
年
〈
一
九
四
八
〉））7
（

、
⑥
京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
曼
殊
院
古
文
書
・
聖
教
目

録
）
8
（

』
等
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

菊
地
氏
は
、
⑥
『
曼
殊
院
古
文
書
・
聖
教
目
録
』
と
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
・

写
真
帳
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
曼
殊
院
文
書
の
実
態

を
解
明
す
べ
く
、
⑥
『
曼
殊
院
古
文
書
・
聖
教
目
録
』
未
収
史
料
の
一
覧
を
掲
げ
、

目
録
化
を
図
っ
た
。
氏
の
目
録
に
は
、
文
書
・
表
白
・
連
歌
等
の
多
種
多
様
の
史
料

が
含
ま
れ
て
お
り
、
曼
殊
院
文
書
の
実
態
解
明
に
向
け
、
大
き
く
進
展
し
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
氏
の
主
眼
が
文
書
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
漢
籍
・
準
漢
籍

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
先
行
研
究
に
於
い
て
、
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
漢
籍
及
び
準
漢

籍
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
、
後
述
す
る
『
論
語
総
略
』
に
関
す
る
諸
氏
の
研
究
の

他
、『
長
恨
聞
書
』
等
に
つ
い
て
の
研
究
が
知
ら
れ
る
）
9
（

の
み
で
あ
る
。

曼
殊
院
所
蔵
什
宝
典
籍
文
書
の
諸
目
録
の
う
ち
、
近
代
の
調
査
の
成
果
で
あ
る
④

『
曼
殊
院
什
宝
目
録
』、
⑤
『
曼
殊
院
文
書
目
録
』、
⑥
『
曼
殊
院
古
文
書
聖
教
・
目
録
』

及
び
⑦
『
京
都
社
寺
調
査
報
告
XX
（
曼
殊
院
）
10
（

）』
の
各
目
録
に
は
、
漢
籍
は
著
録
さ

れ
て
お
ら
ず
、
曼
殊
院
門
跡
に
現
在
蔵
さ
れ
て
い
る
漢
籍
・
準
漢
籍
の
全
貌
を
窺
い

知
る
こ
と
は
難
し
い
）
11
（

。

し
か
し
、
近
世
の
編
纂
に
か
か
る
（
甲
）『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』、（
乙
）『
曼
殊
院

宮
蔵
書
目
録
』
の
両
目
録
を
検
す
る
に
、
浩
瀚
な
漢
籍
・
準
漢
籍
群
が
著
録
さ
れ
て

お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
書
名
か
ら
推
測
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
以
下
に
そ
の
一
斑

を
示
し
て
お
く
。

（
甲
）
は
、
第
一
冊
（
上
）
に
「
儒
門
」
を
立
項
し
、
そ
の
中
に
「
経
苑
」「
経
解

苑
」「
史
苑
」「
紀
伝
苑
」「
諸
子
苑
」「
百
家
集
苑
」「
群
編
雑
苑
」「
詩
文
選
苑
」「
尺

牘
苑
」「
信
印
苑
」「
字
書
苑
」「
図
絵
苑
」「
医
書
苑
」
の
各
小
項
目
を
立
て
て
分
類

し
、
経
史
子
集
に
わ
た
る
漢
籍
を
著
録
す
る
。
ま
た
、
第
一
冊
（
上
）
の
「
本
邦
編

撰
」
中
に
小
項
目
「
鈔
考
類
」
を
立
て
、
そ
の
中
に
『
論
語
聴
塵
』『
孟
子
抄
』『
蒙

求
抄
』『
長
恨
歌
抄
』
等
の
準
漢
籍
を
著
録
す
る
一
方
、「
本
邦
編
撰
」
の
中
の
小
項

目
「
詩
文
集
類
」
に
『
三
体
詩
』
等
、同
じ
く
小
項
目
「
字
書
類
」
に
『
龍
龕
手
鑑
』

等
の
漢
籍
を
著
録
す
る
。
更
に
、
第
四
冊
の
「
当
門
御
抜
書
」
中
の
、「
書
画
」
に

『
千
字
文
半
物
』（
左
傍
に
「
良
啓
親
王
御
筆
歟
）
12
（

」
と
記
す
）、「
詩
文
并
字
書
」
に
『
長

恨
聞
書
』『
三
体
詩
聞
書
』『
千
字
文
』『
山
谷
詩
集
巻
第
一
』『
文
選
抜
萃
』『
韻
鏡
』

等
、「
和
漢 

系
譜 

仏
書
」
に
『
太
平
御
覧
官
抜
萃
』『
前後漢
書
抜
萃
』『
後
漢
書
抜
書
』

『
史
記
抜
萃
』『
事
文
類
聚
抜
萃
』
等
、「
雑
々
」
に
『
周
易
之
聞
書
』、
の
漢
籍
な
い

し
は
準
漢
籍
と
思
し
い
も
の
が
著
録
さ
れ
る
。第
四
冊
の
巻
末
に
存
す
る
別
筆
の「
譲

仁
親
王
御
代
御
書
籍
」
に
『
孔
子
家
語
』
が
著
録
さ
れ
る
他
、
準
漢
籍
と
思
し
い
も

の
も
数
点
著
録
さ
れ
る
）
13
（

。

（
乙
）
は
、（
甲
）
と
は
異
な
り
、「
何
々
苑
」
の
如
き
漢
籍
の
分
類
を
示
す
記
述

は
な
く
、
例
え
ば
「
珠　

壹
箱　

十
三
経
注
疏
」「
龍　

壹
箱　

二
十
一
史
」
の
如

く
分
類
し
、
経
史
子
集
に
わ
た
り
漢
籍
を
著
録
し
、
準
漢
籍
も
著
録
す
る
。

如
上
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
（
甲
）（
乙
）
の
両
目
録
か
ら
見
る
に
、
幕
末
時
点

ま
で
は
経
史
子
集
の
広
範
囲
に
わ
た
る
幾
多
の
漢
籍
並
び
準
漢
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

今
後
、
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
漢
籍
・
準
漢
籍
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
曼
殊
院
に
伝
来
し
た
典
籍
文
書
群
を
総
体
と
し
て
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
禁
裏
・
公
家
文
庫
と
の
関
係
も
含
め
た
曼
殊

院
を
め
ぐ
る
人
的
交
流
や
学
問
史
的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
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う
。

曼
殊
院
門
跡
所
蔵『
論
語
総
略
』に
つ
い
て

右
に
て
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
漢
籍
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
極
簡
単
に
触
れ
た
が
、

本
稿
に
て
取
り
扱
う
『
論
語
総
略
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
も
ま
た
、
管
見
の
及
ぶ

と
こ
ろ
、
足
利
衍
述
・
武
内
義
雄
・
阿
部
隆
一
・
高
橋
均
の
諸
氏
が
存
す
る
に
過
ぎ

な
い
。

足
利
氏
）
14
（

は
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
儒
教
・
儒
学
を
検
討
す
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
、

本
書
の
概
要
に
つ
い
て
、
初
め
て
言
及
し
た
。
氏
は
、
邦
人
の
手
に
よ
る
『
論
語
』

の
総
説
で
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る

と
し
た
。
武
内
氏
）
15
（

は
、
本
書
に
つ
い
て
、
筆
跡
か
ら
鎌
倉
時
代
の
書
写
に
係
る
も
の

と
判
断
し
、
更
に
本
書
に
引
用
さ
れ
る
『
論
語
義
疏
』
に
着
目
し
た
。
氏
は
、
本
書

に
引
く
『
論
語
義
疏
』
に
つ
い
て
、
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
の
訛
誤
を
補
正
し
得
る

と
と
も
に
皇
疏
の
原
形
を
窺
知
せ
し
め
る
資
料
で
あ
り
、
遅
く
と
も
、
旧
鈔
本
『
論

語
義
疏
』よ
り
古
い
鎌
倉
時
代
末
期
を
降
ら
ぬ
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

本
書
の
『
論
語
義
疏
』
校
勘
資
料
と
し
て
の
有
効
性
を
主
張
し
た
。
阿
部
氏
）
16
（

は
、
室

町
時
代
以
前
の
邦
人
の
手
に
よ
る
『
論
語
』
注
釈
書
の
一
つ
と
し
て
、
詳
細
な
原
本

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、（
一
）
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
、
遅
く
と
も
南

北
朝
時
代
初
期
を
降
ら
ず
、
紙
背
も
鎌
倉
時
代
の
筆
写
に
係
る
こ
と
、
ま
た
、（
二
）

引
用
文
以
外
の
撰
者
に
よ
る
文
が
、和
習
が
見
ら
れ
る
擬
漢
文
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
書
が
邦
人
に
よ
る
撰
述
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、（
三
）
本
書
が
『
論
語
総
略
』
自

筆
本
の
成
立
後
さ
ほ
ど
時
を
経
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
等
、
本
書
の
研
究
の
基

盤
と
な
る
書
誌
事
項
や
特
徴
を
指
摘
し
た
。
高
橋
氏
）
17
（

は
、
足
利
・
武
内
・
阿
部
の
諸

氏
の
研
究
を
承
け
、
鎌
倉
時
代
末
期
撰
述
と
し
な
が
ら
も
、
書
写
年
代
は
不
明
と
し
、

本
書
に
引
用
さ
れ
る
『
論
語
義
疏
』
を
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
清
熙
園

本
『
論
語
義
疏
』
と
比
較
検
討
し
、
両
者
の
異
同
に
つ
い
て
、
本
書
の
撰
者
が
撰
述

の
際
に
改
編
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

以
上
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
鎌
倉
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
、
書
写
年
代

に
つ
い
て
は
、
成
立
後
さ
ほ
ど
経
て
い
な
い
鎌
倉
時
代
後
期
、
遅
く
と
も
南
北
朝
時

代
初
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

右
の
如
く
、
成
立
年
代
や
書
写
年
代
は
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
撰
者
が
明
ら

か
で
は
な
く
、
更
に
、
本
書
に
引
く
『
論
語
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
と
の

異
同
の
要
因
に
つ
い
て
、
武
内
氏
が
主
張
す
る
『
論
語
総
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』

が
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
よ
り
古
態
を
遺
存
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
し
た
説
と
、

高
橋
氏
が
主
張
す
る
『
論
語
総
略
』
の
撰
述
者
に
よ
り
改
編
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す

る
と
し
た
説
の
両
説
が
併
存
す
る
。
此
の
如
き
、『
論
語
総
略
』
所
引
『
論
語
義
疏
』

を
め
ぐ
る
研
究
状
況
と
、
容
易
に
閲
覧
し
得
な
い
状
況
に
鑑
み
、
影
印
と
と
も
に
翻

字
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
後
検
証
を
行
う
上
で
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て

い
る
。

な
お
、『
論
語
総
略
』
に
は
、
紙
背
文
書
が
存
す
る
。
紙
背
に
は
、
僧
侶
が
「
北

小
路
御
宿
所
」
宛
に
送
っ
た
「
大
〔
太
〕平

広
記
」
の
貸
借
に
関
す
る
五
月
一
日
付
消
息
、

天
台
の
伝
法
潅
頂
に
関
す
る
消
息
等
、
複
数
の
消
息
が
存
す
る
も
の
の
、
現
時
点
の

稿
者
に
は
卑
見
を
提
出
す
る
用
意
が
な
い
。

翻
印
の
凡
例
に
後
述
す
る
如
く
、
原
本
を
目
睹
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
写
真
を
用

い
て
調
査
し
た
。
影
印
及
び
翻
印
に
先
立
っ
て
、
写
真
に
よ
っ
て
窺
い
得
る
範
囲
で

あ
る
が
、
書
誌
事
項
の
概
要
を
記
し
て
お
く
。
な
お
、
書
誌
事
項
を
記
述
す
る
に
際

し
、
原
則
と
し
て
、
常
用
体
に
改
め
た
。

『
論
語
総
略
』
一
軸　
〔
鎌
倉
時
代
後
期
南
北
朝
時
代
間
〕
写

闕
名
者
撰　

闕
名
者
書
写

曼
殊
院
門
跡
所
蔵
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
・
保
管
さ
る

重
要
文
化
財

巻
子
装
。
款
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
。
各
紙
行
数
は
、
第
一
紙
現
存
一
六
行
、

57

［曼殊院門跡所蔵『論語総略』影印・翻印］……髙田宗平



第
二
紙 

一
七
行
、
第
三
紙 

一
七
行
半
、
第
四
紙 

一
六
行
半
、
第
五
紙 

一
七
行
、

第
六
紙 

一
七
行
半
、
第
七
紙 

一
七
行
、
第
八
紙 

一
八
行
、
第
九
紙 

一
六
行
半
、

第
一
〇
紙 

一
五
行
、
第
一
一
紙 

一
一
行
の
如
し
。

本
文
巻
頭
、す
な
わ
ち
第
一
紙
第
三
行
に「
論
語
総
略
大
綱　
　

題
名　
　
　

本
之
同
異　
　

註
者
姓
名　

二
十
篇
目
録
并
篇
次
大
意
」

と
題
し
、そ
の
次
行
低
一
格
に
「
大
綱
」
と
記
す
。
第
二
紙
第
一
七
行
低
二
格
に
「
題

名
」、
第
五
紙
第
二
行
低
二
格
に
「
本
之
同
異
」、
第
五
紙
第
一
六
行
低
二
格
に
「
註

者
姓
名
」、
第
六
紙
第
一
二
行
低
三
格
に
「
二
十
篇
目
録
并
篇
次
大
意
」
と
記
す
。

尾
題
は
無
し
。

本
文
書
写
は
一
筆
。
一
行
一
四
〜
一
八
字
、
注
小
字
双
行
。
墨
付
全
一
七
五
行
。

送
仮
名
・
返
点
・
付
訓
・
行
間
書
入
・
句
点
・
音
合
符
・
訓
合
符
が
存
す
る
。
奥

書
・
識
語
、
印
記
の
何
れ
も
認
め
ら
れ
な
い
。
現
状
で
は
、
本
書
は
唯
一
の
完
本
で

あ
る
）
18
（

。
な
お
、
前
述
の
如
く
、
紙
背
文
書
（
消
息
）
が
存
す
る
。

先
述
し
た
曼
殊
院
の
蔵
書
目
録
に
『
論
語
総
略
』
の
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

享
保
年
間（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）に
編
纂
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
甲
）『
曼

殊
院
蔵
書
目
録
）
19
（

』
上
（
第
一
冊
）
の
「
儒
門　

群
編
雑
苑
」
に
「
一チ
論
語
総
畧　

　

一
策
」
と
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
二
月
に
編
纂
さ
れ
た
（
乙
）『
曼
殊
院
宮

蔵
書
目
録
）
20
（

』
の
「
二
百
八 

聖 

壹
箱
」
に
「
一
論
語
総
略　

　
　

壹
策
」
と
そ
れ
ぞ

れ
著
録
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
の
目
録
も
、
曼
殊
院
の
坊
官
諸
大
夫
に
よ
り
書
写
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
21
（

。
享
保
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
甲
）

に
『
論
語
総
略
』
が
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
曼
殊
院
に

本
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、（
甲
）
で
は
、「
本
邦
編
撰
」
で
は
な
く
、
漢
籍
が
著

録
さ
れ
て
い
る
「
儒
門
」
に
著
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
於
け
る
、

な
い
し
は
曼
殊
院
に
於
け
る
、『
論
語
総
略
』
の
性
格
に
対
す
る
認
識
に
関
わ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
現
時
点
で
の
稿
者
に
は
、
こ
の
意
味
に
つ
い
て
卑
見
を

示
す
準
備
が
な
い
。
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

『
論
語
総
略
』
は
、「
大
綱
」「
題
名
」「
本
之
同
異
」「
註
者
姓
名
」「
二
十
編
目
并

篇
次
大
意
」
の
五
篇
目
か
ら
成
る
。「
大
綱
」
に
は
、
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
に
付

さ
れ
て
い
る
「
論
語
序
説
」
か
ら
二
箇
条
引
用
さ
れ
、
ま
た
「
読
論
語
孟
子
法
）
22
（

」
か

ら
三
箇
条
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
、『
論
語
義
疏
』
の
皇
侃
序
及
び
各

篇
首
の
皇
疏
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
此
の
如
く
、
若
干
の
新
注
を
引
用
し
つ
つ
も
、

主
と
し
て
『
論
語
義
疏
』
に
依
拠
し
た
『
論
語
』
の
解
題
書
と
言
え
る
。

な
お
、『
論
語
義
疏
』
を
始
め
と
す
る
本
書
の
引
用
文
献
や
、『
論
語
総
略
』
の
成

立
経
緯
・
流
伝
、
更
に
は
、『
論
語
』
注
釈
書
史
及
び
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
に
於

け
る
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

〔
謝
辞
〕

本
稿
を
為
す
に
際
し
、
影
印
・
翻
印
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
曼
殊
院
門
跡
当
局
、

並
び
に
御
高
配
頂
き
ま
し
た
曼
殊
院
門
跡
執
事
長 

松
景
崇
誓
師
に
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

〔
追
記
〕

本
稿
の
内
容
に
は
、
日
本
学
術
振
興
会 

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助

成
基
金
助
成
金
）
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
中
世
漢
籍
受
容
の
歴
史
的
研
究
」（
課
題

番
号　

二
四
七
二
〇
三
一
一
）
の
成
果
の
一
部
を
含
む
。
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註（
1
）　

竹
居
明
男
「
北
野
別
当
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
│
十
三
世
紀
半
ば
ま
で
の
北
野
別
当
歴
代

の
復
元
を
中
心
に
│
」（『
人
文
学
』
一
七
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
大
塚
紀
弘
「
曼
殊
院
門

跡
の
成
立
の
相
承
」（
五
味
文
彦
・
菊
地
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』
所
収
、

二
〇
〇
七
年
、
山
川
出
版
社
）
を
参
照
。

（
2
）　

新
井
栄
蔵
「
曼
殊
院
資
料
の
背
景
│
歴
代
門
主
の
法
系
・
俗
系
を
め
ぐ
っ
て
│
」
を
参
照
。

こ
の
他
、赤
瀬
信
吾
「
曼
殊
院
相
承
新
譜
（
翻
刻
）」
及
び
『
曼
殊
院
門
跡
伝
法
師
跡
次
第
』（『
続

群
書
類
従
』
四
輯
下
補
任
部
所
収
）
も
参
照
。
新
井
・
赤
瀬
両
氏
の
論
考
は
、
と
も
に
『
国

語
国
文
』
五
一
巻
二
号
│
五
七
〇
号
│
〈
特
輯
曼
殊
院
蔵
国
語
国
文
資
料
（
二
）〉（
一
九
八
二

年
）
所
収
。

（
3
）　

五
味
文
彦
・
菊
地
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』（
二
〇
〇
七
年
、
山
川
出
版
社
）

に
詳
し
い
。

（
4
）　

京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
に
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
古
今
序

注
曼
殊
院
蔵
』（
一
九
七
七
年
、
臨
川
書
店
）「
解
説
」（
新
井
栄
蔵
氏
執
筆
）、
同
編
『
経
厚

講
伊
勢
物
語
聞
書
曼
殊
院
蔵
』（
一
九
七
八
年
、
臨
川
書
店
）「
解
説
」（
山
本
登
朗
氏
執
筆
）

等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
今
伝
受
関
係
資
料
の
書
誌
学
的
考
察
に
『
京
都
曼
殊
院

蔵
古
今
伝
受
関
係
資
料（
七
十
三
種
）』（
一
九
七
五
年
、文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
）

が
存
し
、
同
書
に
山
本
信
吉
氏
執
筆
の
「
略
解
」
が
付
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
曼
殊
院
門
跡
関
係

資
料
を
対
象
と
し
た
纏
ま
っ
た
研
究
に
、『
国
語
国
文
』四
七
巻
一
号
│
五
二
一
号
│（
一
九
七
八

年
）、
同
五
一
巻
二
号
│
五
七
〇
号
│
（
前
掲
註
（
2
）
を
参
照
）、
同
五
二
巻
九
号
│
五
八
九

号
│
（
一
九
八
三
年
）
の
各
冊
に
「
特
輯
曼
殊
院
蔵
国
語
国
文
資
料
」
が
組
ま
れ
、
日
本
文

学
研
究
者
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
5
）　

京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
曼
殊
院
蔵
』〈
京
都
大
学
国

語
国
文
資
料
叢
書
〉（
一
九
八
四
年
、
臨
川
書
店
）
所
収
「
解
説
」（
光
田
和
伸
氏
執
筆
）、
菊

地
大
樹
「「
曼
殊
院
文
書
」
の
伝
来
と
構
成
」（
前
掲
註
（
3
）『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』

所
収
）。
以
下
、
本
稿
で
菊
地
氏
の
論
考
を
挙
げ
る
場
合
は
、
該
注
所
引
の
論
考
を
指
す
。

（
6
）　

各
目
録
の
成
立
年
代
は
、
菊
地
氏
の
論
考
に
従
う
。

（
7
）　

両
目
録
と
も
に
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
。
な
お
、
稿
者
は
、
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
『
曼
殊
院

文
書
』
一
四
所
収
（
架
蔵
番
号
六
一
七
一
・
六
二

－

七
〇

－

一
四
）
を
参
照
し
た
。

（
8
）　

京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
曼
殊
院
古
文
書
・
聖
教
目
録
』〈
京
都
府
古
文
書
等
緊
急
調
査
報

告
書
〉（
一
九
七
六
年
、
京
都
府
教
育
委
員
会
）

（
9
）　

上
野
英
二
「
曼
殊
院
蔵
長
恨
聞
書
」（
前
掲
註
（
4
）『
国
語
国
文
』
同
五
二
巻
九
号
│

五
八
九
号
│
〈
特
輯
曼
殊
院
蔵
国
語
国
文
資
料
（
三
）〉）
を
参
照
。
そ
の
他
、阿
部
隆
一
「
本

邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
」（
一
九
六
〇
年
代
前
半
稿
。
後
に
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集

第
一
巻
宋
元
版
篇
』
所
収
、一
九
九
三
年
、汲
古
書
院
）
に
、曼
殊
院
門
跡
蔵
〔
三
条
西
実
隆
〕

写
『
大
学
章
句
』
が
著
録
さ
れ
る
。

（
10
）　
『
京
都
社
寺
調
査
報
告
XX
（
曼
殊
院
）』（
一
九
九
九
年
、
京
都
国
立
博
物
館
）

（
11
）　

曼
殊
院
旧
蔵
書
の
う
ち
、
例
え
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
に
帰
し
た
も
の
に
は
、『
禅
林

寺
殿
七
百
首
』（
一
名『
白
河
殿
七
百
首
』。
後
西
天
皇
旧
蔵
）、『
詠
千
首
和
歌
』（
宗
良
親
王
）、『
詠

千
首
和
歌
』（
耕
雲〈
花
山
院
長
親
〉）（
以
上
、図
書
寮
叢
刊『
書
陵
部
蔵
書
印
譜
』下〈
一
九
九
七

年
、
宮
内
庁
書
陵
部
〉
所
載
）、『
光
厳
天
皇
宸
筆
御
消
息
』（『
皇
室
の
至
宝
5
御
物
』
宸
翰

〈
一
九
九
一
年
、
毎
日
新
聞
社
〉
所
収
図
版
解
説
〈
安
達
直
哉
氏
執
筆
〉）、『
天
子
摂
関
御
影
』

（『
皇
室
の
至
宝
1
御
物
』
絵
画
Ⅰ
〈
一
九
九
一
年
、
毎
日
新
聞
社
〉
所
収
図
版
解
説
〈
池
田

忍
氏
執
筆
〉）、『
草
書
七
言
絶
句
軸
』（『
皇
室
の
至
宝
13
御
物
』
別
巻
中
国
美
術
〈
一
九
九
三

年
、
毎
日
新
聞
社
〉
所
収
図
版
解
説
〈
富
田
淳
氏
執
筆
〉）
が
あ
る
。

そ
の
他
、
良
尚
親
王
の
手
沢
本
「
五
経
」
が
曼
殊
院
か
ら
流
失
し
た
と
言
う
（
横
山
重
「
曼

殊
院
旧
蔵
五
経
と
鹿
王
寺
旧
蔵
白
氏
文
集
」〈
横
山
重
『
書
物
捜
索
』
下
、
一
九
七
九
年
、
角

川
書
店
〉）
が
、
現
蔵
機
関
は
不
詳
。

（
12
）　

良
啓
親
王
は
、
第
三
一
世
門
主
。
閑
院
宮
直
仁
親
王
の
王
子
で
、
中
御
門
天
皇
の
養
子
。

（
13
）　
（
甲
）『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』
第
四
冊
の
巻
末
の
「
譲
仁
親
王
御
代
御
書
籍
」
に
著
録
さ
れ
る

典
籍
は
、
近
世
最
後
の
門
主
第
三
二
世
譲
仁
親
王
（
一
八
二
四
〜
一
八
四
二
）
の
時
代
に
存

在
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
14
）　

足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』（
一
九
三
二
年
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
。
後
に

一
九
七
〇
年
復
刻
版
、
有
明
書
房
。
一
九
八
五
年
復
刻
版
、
鳳
出
版
）
所
収
「
附
経
書
講
抄

書
目
解
題
」

（
15
）　

武
内
義
雄
「
論
語
皇
疏
校
訂
の
一
資
料
│
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て
│
」（『
日
本
学
士
院
紀

要
』
六
巻
二
・
三
合
併
号
、
一
九
四
八
年
。
後
に
『
武
内
義
雄
全
集
第
一
巻
論
語
篇
』
所
収
、

一
九
七
八
年
、
角
川
書
店
）、
同
「
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
論
叢
』
一
、一
九
五
三
年
）

（
16
）　

阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
考
（
上
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
輯
、

一
九
六
三
年
）

（
17
）　

高
橋
均
「
論
語
義
疏
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
」（『
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』

所
収
、
一
九
九
一
年
、
大
修
館
書
店
）、
同
「
論
語
総
略
に
つ
い
て
（
一
）」（『
大
妻
女
子
大
学

紀
要
│
文
系
│
』
三
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
「
論
語
総
略
に
つ
い
て
（
二
）」（『
大
妻
女
子

大
学
紀
要
│
文
系
│
』
三
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）

（
18
）　

高
橋
均
氏
は
、『
福
地
書
店
和
本
書
画
目
録
』平
成
八
年（
一
九
九
六
）七
月
号
の
一
九
四
頁
に
、

『
論
語
総
略
』
の
里
仁
篇
か
ら
公
冶
長
篇
の
断
簡
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
更

に
「
写
真
版
が
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
里
仁
篇
三
行
、
公
冶
長
三
行
で
、
行
十
九
字
、
文

字
に
、
曼
殊
院
本
と
の
異
同
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。」
と
す
る
（
前
掲
註
（
17
）「
論
語
総
略
に

つ
い
て
（
一
）」）。
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同
目
録
の
写
真
を
見
る
と
、
古
筆
切
、
六
行
一
九
字
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
高
橋

氏
の
指
摘
の
如
く
、
本
古
筆
切
と
曼
殊
院
門
跡
所
蔵
『
論
語
総
略
』
と
の
文
字
の
異
同
は
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
古
筆
切
に
は
、「
玄
恵
法
印
」
と
記
さ
れ
た
極
が
付
さ
れ
て
お
り
、

同
目
録
の
解
説
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
玄
恵
法
印
の
筆
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
目
録
の
解
説

に
て
推
定
さ
れ
て
い
る
漢
詩
・
漢
学
に
長
じ
た
「
追
善
詩
歌
」
の
玄
恵
法
印
（
一
二
七
九
〜

一
三
五
〇
）
と
同
時
代
の
南
北
朝
時
代
に
は
、
玄
恵
な
い
し
は
玄
慧
と
称
す
る
人
物
が
他
に
も

い
る
と
言
う
（
小
木
曽
千
代
子
『
玄
恵
法
印
研
究
事
跡
と
伝
承
』〈
二
〇
〇
八
年
、新
典
社
〉）。

本
古
筆
切
の
書
写
者
が
何
れ
の
玄
恵
あ
る
い
は
玄
慧
で
あ
る
か
は
、
稿
者
に
は
判
断
し
難
い
。

な
お
、
稿
者
は
、
本
古
筆
切
の
原
本
は
未
見
。
所
蔵
先
も
不
詳
。

（
19
）　
『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
』は
、前
掲
註（
6
）『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
曼
殊
院
蔵
』所
載
影
印
に
よ
る
。

（
20
）　
『
曼
殊
院
宮
蔵
書
目
録
』
は
、
前
掲
註
（
6
）『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
曼
殊
院
蔵
』
所
載
影
印

に
よ
る
。

（
21
）　

前
掲
註（
5
）「
解
説
」（
光
田
和
伸
氏
執
筆
）（『
曼
殊
院
蔵
書
目
録
曼
殊
院
蔵
』所
収
）を
参
照
。

（
22
）　
「
読
論
語
孟
子
法
」
か
ら
の
引
用
三
箇
条
に
つ
い
て
、
阿
部
氏
は
前
掲
註
（
12
）
所
引
論
考

に
於
い
て
、「
朱
子
四
書
集
註
の
現
行
本
そ
の
も
の
に
は
見
え
ず
、
四
書
輯
釈
や
四
書
大
全
等

の
朱
注
末
書
に
掲
載
す
る
所
謂
る
「
読
論
語
孟
子
法
」
中
に
存
す
る
。
併
し
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

元
覆
宋
刊
本
、
書
陵
部
・
内
閣
文
庫
蔵
元
延
祐
五
年
河
南
開
封
尹
趙
鳳
儀
刊
本
、
台
湾
国
立
中

央
図
書
館
蔵
元
延
祐
五
年
温
州
路
学
𥡴
古
閣
刊
本
の
如
き
、
宋
元
槧
本
は
概
ね
序
説
の
次
に
、

「
読
論
語
孟
子
法
」を
附
刻
す
る
。従
っ
て
本
書
は
、こ
の
種
の
宋
・
元
板
の
集
註
を
使
用
し
た
か
、

或
は
早
く
我
が
国
に
渡
来
し
た
朱
注
の
末
疏
を
参
照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
外
来
研
究
員
）

（
二
〇
一
二
年
一
月
四
日
受
付
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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